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委員会レポート
委員会では、付託された議案等の審査や所管する事項の諸問題について調査を行っています。

●�

予
算
常
任
委
員
会
設
置
の
経
緯
や

効
果
等
、
及
び
議
会
中
継
に
つ
い

て

　

以
前
は
、
予
算
の
審
査
方
法
に
つ
い

て
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
分
割
付
託
し

審
査
を
行
っ
て
い
た
が
、「
予
算
は
不

可
分
で
あ
っ
て
、
委
員
会
と
し
て
の
最

終
的
審
査
は
１
つ
の
委
員
会
に
お
い
て

行
う
べ
く
、
２
つ
以
上
の
委
員
会
で
分

割
審
査
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
の

行
政
実
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
長
を

除
く
前
議
員
が
委
員
と
な
る
予
算
常

任
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
お
お
む
ね
６
日
間
を
費

や
し
、
執
行
部
の
説
明
員
は
、
係
長

以
上
と
し
、
す
べ
て
の
部
の
審
査
が

終
了
す
る
ま
で
出
席
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

田
村
市
議
会

《議会運営委員会》
委員長　岡田晴雄
平成 28 年
　　 10 月 25 ～ 26 日

田村市議会（福島県）
会津若松市議会（福島県）

●�
議
会
中
継
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
つ
い
て

　

議
会
中
継
の
導
入
経
緯
は
、「
議

会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
平

成
25
年
12
月
に
議
会
改
革
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
で
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た
め
に
、
議

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
反
応
は
、
議
員
の
発
言
に

対
す
る
意
見
の
メ
ー
ル
投
稿
が
数
件
、

ま
た
、
白
石
青
年
会
議
所
と
全
議
員

に
よ
る
意
見
交
換
会
議
を
開
催
し
、

よ
り
よ
い
運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま

し
た
。 白

石
市
議
会

（
委
員
長
所
感
）

　

利
府
町
議
会
研
修
で
は
、
余
裕
の

あ
る
紙
面
づ
く
り
と
し
て
、
１
ペ
ー

ジ
の
構
成
が
、
文
字
40
％
、
見
出
し
・

写
真
40
％
、
余
白
20
％
の
比
率
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
記
事
に
は
関
連
写
真
や

図
表
を
入
れ
、
余
白
も
多
く
大
変
見

や
す
い
も
の
で
あ
り
、
余
白
は
無
駄

で
は
な
い
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

り
ふ
議
会
だ
よ
り
は
、
町
村
議
会

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
６
年
連
続
入

賞
の
広
報
紙
で
あ
り
、
勉
強
に
な
る

研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
白
石
市
議
会
で
の
議
会
中

継
研
修
で
は
、
本
会
議
の
ほ
か
、
議

場
で
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
こ
れ

を
公
開
し
て
お
り
、
運
用
面
や
課
題

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
行
方
市
議
会
を
中
継
す
る

う
え
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
実
の

あ
る
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
参
考
に
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
中
継
へ

の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て

編
集
方
針
と
し
て
、

　

「
審
議
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、

経
過
や
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
正

確
に
住
民
に
伝
え
る
こ
と
」

　

「
議
会
情
報
の
広
報
機
能
と
同
時

に
、
中
学
生
・
高
校
生
や
大
人
に
対

す
る
社
会
教
育
の
材
料
と
な
り
得
る

も
の
を
」

　

「
議
会
傍
聴
し
た
と
き
と
同
程
度

の
情
報
を
提
供
（
討
論
者
名
、
議
員

賛
否
状
況
の
結
果
な
ど
）」

　

「
議
会
と
住
民
を
つ
な
ぎ
、
議
会

活
動
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
」
を
議
会
広
報
の
使
命
と
し
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

利
府
町
議
会

《広報委員会》
委員長　土子浩正
平成 28 年
　　 10 月６～７日

利府町議会（宮城県）
白石市議会（宮城県）
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●�

予
算
常
任
委
員
会
設
置
の
経

緯
や
効
果
等
、
及
び
議
会
映

像
配
信
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
８
月
、
議
員
改

選
後
に
、
議
会
改
革
の
具
体
的

検
討
事
項
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
、

市
民
が
参
加
し
や
す
い
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
、
映
像
配
信
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
議
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
、
本
会
議
、
予
算
・

決
算
委
員
会
等
の
映
像
配
信

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
委

員
会
室
で
の
会
議
に
つ
い
て
も
、

配
信
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
財
源
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
委
員
長
所
感
）

　

行
方
市
議
会
の
場
合
、
補
正

予
算
は
委
員
会
に
付
託
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
付
託
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
予

算
特
別
委
員
会
を
常
任
委
員
会

化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

行
方
市
議
会
が
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
分
科
会
方
式

は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
の
委

会
津
若
松
市
議
会

員
が
同
じ
所
管
の
分
科
会
委
員

に
な
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め

た
り
、
専
門
的
に
審
査
が
で
き

た
り
と
、
会
津
若
松
市
議
会
の

審
査
方
法
と
似
て
い
る
た
め
取

り
組
み
や
す
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
常
任
委
員
会
化
す
る

う
え
で
の
課
題
と
し
て
は
、
日

程
や
会
議
室
に
つ
い
て
の
検
討

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
行
方
市
議
会
が
行
う

予
定
の
テ
レ
ビ
中
継
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
も

市
民
に
と
っ
て
は
身
近
と
思
わ

れ
視
聴
す
る
方
も
多
い
の
で
は

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
２
つ
の
市
議
会
と
も
、

は
じ
め
は
関
心
を
持
っ
て
視
聴

し
て
も
ら
え
た
が
、
段
々
と
少

な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
継
続

し
て
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

工
夫
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

《百里基地対策
特別委員会》

委員長　栗原　繁
平成 28 年
　　 11 月７～８日

六ヶ所村役場（青森県）
三沢市役所（青森県）

●�

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
及
び
再
編
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て

　

対
象
施
設
は
、
三
沢
対
地
射

爆
撃
場
　

（
全
体
面
積
７
６
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
う
ち
六
ヶ
所
村

１
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

　

三
沢
対
地
射
爆
撃
場
は
、
三

沢
飛
行
場
の
北
方
約
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
、
昭
和
27

年
７
月
、
三
沢
基
地
所
属
航
空

機
の
射
爆
撃
訓
練
場
と
し
て
設

置
さ
れ
る
。
昭
和
44
年
８
月
以

降
は
「
日
米
地
位
協
定
」
に
よ

り
米
軍
と
航
空
自
衛
隊
が
共
同

使
用
。
模
擬
爆
弾
の
投
下
訓
練

や
射
撃
訓
練
が
行
わ
れ
、
現
在
、

同
射
爆
撃
場
は
米
空
軍
の
管
理

下
に
あ
る
。

　

特
定
防
衛
周
辺
整
備
交
付
金

の
具
体
例
　

六
ヶ
所
村
は
、
年

六
ヶ
所
村
役
場

平
均
降
雪
量
が
県
内
で
は
少
な

い
方
で
あ
る
が
、
降
雪
に
よ
る

吹
き
溜
ま
り
に
よ
り
道
路
交
通

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
る

た
め
に
、
防
雪
柵
を
設
置
す
る

こ
と
で
冬
期
間
の
安
定
し
た
交

通
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

　

再
編
交
付
金
事
業
の
具
体
例

千
歳
平
地
区
で
は
、
従
来
か

ら
レ
ス
リ
ン
グ
が
盛
ん
で
あ
り
、

要
望
に
応
え
て
公
式
マ
ッ
ト
を

備
え
る
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
を
建

設
し
た
。

　

在
日
米
軍
三
沢
基
地
は
、
三

沢
飛
行
場
施
設
を
中
心
と
し
て
、

三
沢
対
地
射
爆
撃
場
、
米
軍
送

油
管
施
設
か
ら
な
り
、
総
面
積

三
沢
市
役
所

は
、
約
２
，
２
１
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
る
。（
市
面
積
の
１
／
５
）

　

対
象
施
設
は
、
①
三
沢
飛
行

場
　

②
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
　

③
八
戸
貯
油
施
設

　

事
業
内
容
は
、
米
兵
に
よ
る

事
件
等
の
不
安
や
直
接
的
な
騒

音
被
害
に
よ
り
体
調
を
崩
す
住

民
が
出
て
き
た
こ
と
を
考
慮
し
、

住
民
の
健
康
増
進
、
福
祉
向
上

を
目
的
と
し
、
ソ
フ
ト
事
業
へ

の
活
用
を
約
10
年
前
か
ら
行
っ

て
き
て
い
る
。

（
委
員
長
所
感
）

　

基
地
ご
と
に
そ
の
役
割
と
任

務
が
違
う
よ
う
に
、
関
連
自
治

体
の
置
か
れ
る
環
境
・
状
況
そ

し
て
対
応
も
一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
訪

れ
た
三
沢
基
地
周
辺
２
自
治
体

も
其
々
の
課
題
に
、
其
々
の
発

想
で
民
生
安
定
と
福
祉
向
上
を

図
り
、
住
民
の
理
解
を
得
る
努

力
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
、
交
付
金
の
多
寡

は
あ
り
ま
す
が
、
直
面
す
る
問

題
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

充
分
参
考
に
な
り
意
義
の
あ
る

研
修
で
あ
り
ま
し
た
。
再
編
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
未
だ
不
透

明
で
あ
り
、
削
減
も
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
の
研
修
で
得
ら

れ
た
見
識
を
活
か
し
、
よ
り
柔

軟
で
効
果
的
な
交
付
金
の
活
用

を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。




